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　　　　　　　　 　　　 　　　　 　　 　　それではあした仲人を派遣しよう。
　　 　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　どう言うだろうか。
修辞疑問文が常にU型疑問助詞を伴っているわけではなく、次のようにゼロのものもある。
　　Bu　lii　laaji　ken王aagu？　　　　　　　　　　私が泣かなくて誰が泣きますか。
　　　291，　292，　292，　293，　294，　295，　296
　　　（マンガス）
　　＿．qimuもigii　shbaawag　bulaingedu　ken　　＿おまえのような蛙の子供に誰がくれ
　　　xjunnaa　ughui，　kennu　xjuR　qimu　beeridu　　るか。誰の娘がおまえのところに嫁に
　　　iregui．245（蛙）　　　　　　　　　　　　　　　来かQ
　　．．．ndaala　yaan　xanganna？249（蛙）　　　　．．。私と何の関係があるか。
15．保安語
　保安語は主観範疇／客観範疇の形式を有する言語である。一般疑問文は義務的ではないがU型
疑問助詞が現れる。特殊疑問文ではほとんどゼロでB型疑問助詞は存在しない。
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表9　保安語の疑問文の文末形式
一般疑問文 特殊疑悶文
　　　　　　　　　u型
一
ゼロ　　ji　　weu　mb（e）U　U
　　　wi（wa＋U）（曲α＋U）WU
bα　ゼロ　1三　　wα
　　　　　　wi
名詞
形容詞
終IL形
形動詞
疑問詞
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16。東郷語
　東郷語ではコピュラとして用いられるwoと隅じ形式と思われるものが陳述の形式でdZLi，
sαnと共に義務的に用いられるけれども、東部裕固語、土族語、保安語と違って主観範疇／客観
範癖に対応する形式を持たない。一般疑問文にはU型Q，nu）が用いられ、特殊疑問文にはゼ
ロが用いられB型は現れない。したがって一見B型疑問助詞のように晃える次の文末の形式は、
疑問助詞ではなくコピュラである。
　　　onoδl　jαo　wo？3（一一1　　　　　　　　　これは何ですか。
　　　tgei　g，　i　kion　WG？4（一）7　　　　　　　　　　あなたは誰ですか。
　　　αda　tsini　qα1αwo？6（二）1　　　　　　　　お父さんはどこにいますか。
　　　onuduδi　jarp　udu　wo？8（ヨ1　　　　　　　今｝編ま何1｝1ですか。
17．ダグール語
ダグール語では一一般疑問文にはjo：が付くが、特殊疑問文には何も付かない。
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18．特殊疑問文における疑問助詞の型
特殊疑問文における疑問助詞の形態を分類すると次のようになる。
A．U型は使用されないが、　B型とゼロがほぼ相補分布している
　　　　　Hangin，　John　C．（1968）伽綴c　Cottrse　ill　Mongotian
B．U型は使用されないが、　B型とゼロとが自由交替している
　　　　Bosson，　James（1962）8厩αごReacier
　　　　楕松源一（昭14）　『蒙古語濁習書灘
　　　　下永憲次編著（昭8）　『蒙古語教科書』
　　　　出村良一、敏村幾之助（昭3）『蒙古語四週問』
　　　　温纏婁敷労編写、拉西東日布審訂（1980）　奮薪編蒙古会話広播教材』
　　　　蘇若編著（1982）　κ蒙古語音標会話讃本』
　　　　小島武男（昭31）　il標準蒙古語會話』
　　　　　Syp双yKoB，　A．　B．（1935）PyccKo－MoHronbcKwi　cAoBapts　pa3roBopHoro　fi3blKa
C．U型は使用されないが、もっぱらB型を使欄する
　　　　施雲卿（昭11）　『現代蒙古語2
　　　　ハルハモンゴル語の標準的なテキスト
D．U型は使用されないが、　B型も使用されないで、もっぱらゼロを用いる
　　　　徳廣彌十郎（昭16）　『蒙古語會話護本』
　　　　Whymant，　A．　Neville　J．（1926）AMor2goLian　Grammar
　　　　CaH｝KeeB，　r．几（1934）CvaHTaKcnc　MoHrOnbCKHx　fi3biKoB
　　　　篠崎軍吉（大2）　『三國語會話臼華蒙』　（ホルチン方言）
　　　　保安語
　　　　東郷語
　　　　ダグール語
E．U型、　B型、ゼロが糊補分布している
　　　　東部裕固語
F．U型とB型が自由交替しゼロも使用される
　　　　フレルバートル、粟林均編（1997）『モンゴル語入門・会話』
　　　　フフバートル（1993）『モンゴル語基礎文法灘
　　　　フフバートル（1997）狸新モンゴル語基礎文法』
G．U型、　B型、ゼロが自由交替する
　　　　竹内幾之助（昭8）　『實用蒙古藷会話磨
　　　　バルグプリヤート方言
H，U型が使用され、ゼロも使用されるが、　B型は使用されない
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土族語
19．おわりに
　特殊疑問文にはOdUR6imeg（1997）が指摘するように、本来は疑問助詞は用いられずコピュラ
がB型疑問助詞として使用されるようになり独立の地位を得たものである。ホルチン方雷の疑問
文にも平叙文にも使われるii，舞はその痕跡の一つであろう。一般疑問文にはU型疑問助詞が
古くから使われその網法が現在まで継承されている。しかし特殊疑問文にもU型疑問助詞が用い
られることがあるということはOdun6imeg（1997）には記されていない。この形式は内蒙古の方
雷にときおり見られ、終止形鍛aの後で現れることが比較的多い。東部裕固語では特殊疑問文
のU型疑問助詞は現在未来形動詞の後というきわめてはっきりした環境にのみ現れる。土族語で
も似た環境にU型疑問助詞が現れるが、この場合は修辞疑問文に限られている。童観範購／客観
範疇というカテゴリーを義務的に顕在化しなければならない言語、とりわけ東部裕固語において
コピュラから主観範疇／客観範疇への発達過程と特殊疑問文に用いられる疑問助詞の発達過程に
はさらに検討すべき問題が残っている。
（1）U型疑問助詞の共通の特徴はダグール語を除いて後蚕（又は中爵〉円唇高母音を持っていることであり、
　　B型疑問助詞の共通の特徴は爾蓉有声閉鎖音ないしは爾唇有声摩擦音で始まることである。疑問助詞とし
　　てyum，　yum　bui，　ba，　bi了e，　bisiu等を認めている書物もあるが、これらは考察の対象としない。感嘆
　　文にもB型疑問助詞が現れるが、これも考察から外す。ただし修辞疑問文及びU型疑問助詞を伴う依頼文
　　は考察の鰐象に入れてあるe
（2）橋本邦彦（昭61）は修辞疑問文を「大雑把にいって、通常の疑問文の出現のための適切性の条件以外の条
　　件を満足させ、しかも、協調性の隙理に従っているような談話内に現れる疑問文」と定義し、次のように
　　分類している．、
　事実強調（反語）：一般に、談話の含意が、疑問文の前提と焦点の存在を全颪的に明示的に否定し、し
かも、談話内での疑問文の生趨が適格あるなら、この疑問文は事実強調という発話の効力をもっ。
　感情蓑綴：一般に、予期せぬ出来事が叙述されていることを示す標識の領域内で、談話の含意が、疑問
文の前提を肯定し、焦点の存在の肯定乃歪否定を話し手の主観的な判断の形で保潔し、しかも、談話内で
の疑問文の生起が適格であるならば、この疑問文は、感構表出という発話の効力をもっ。
　批難：…般に、談話の含意が、前提を暗示的に肯定し、焦点の存往を話し手の甕観的乃歪評樋の形で否
定し、しかも、談話内での疑問文の生起が適格である場合、この疑問文は、批難（sic）の発話の効力を
もっ。
　条件提ボ：一般に、談話の含意が、疑問文の焦点の存在を肯定し（そのことによって前提を瞳示的に肯
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定し）、しかも、その後に、結果節の働きをする文が続くような談話内での疑問文の生起が適格であれば、
この疑問文は、条件提示の発話の効力をもつ。
　話題提示：一般に、談話の含意が、前提を暗示的に肯定し、焦点の存在を明示的乃灘客観的に肯定し、
しかも、談話内での疑問文の生起が適格である場合、この疑問文は、話題提示の発話の効力をもつ。
以上の説明を園示すると次のようになる。
　　　　　　　　　　　　　　修辞疑問文の分類
前提
藁
嚇焦
事実強謁（反語）
感情表出
批難
条件提示
話題提示
醐
醐
醐
鋤
示
　
示
示
示
明
　
暗
暗
暗
v
　
v
　
＜
　
＜
｝
十
季
十
十
一
（明示的）
±（判断留保）
一 （主観的判断乃至評価）
十
牽（明示的乃棄客観的）
＋：肯定 否定　±：保留
（3）竹内幾之助（昭8）に見られる文末の人称代名詞の例は次のようにB型疑悶助詞を伴わない特殊疑問文｛こ
　　のみ現れる。
　　　　yamar　hoshひ・nai　h加chi？182　　　　　　　　　　如何なる旗の人汝
　　　　yamar　ail　chi？182　　　　　　　　　　　　　　　如何なる村汝
　　　小島武男（昭31）には次のような文末の人称代名詞の例がある。平叙文、疑問文、命令文のいずれにも
　　例がある。しかし文末の人称代名詞が付いていない例もあるので、義務的な要素ではない。褒記を一部簡
　　略化した。
　　　平叙文
　　　　golin　h6bδ96r　yabuba　bide　115／4　　　　　　　　言々ハ河ノ岸二沿フテ（岸デ〉歩イタ
　　　　ei　end｛irsen　6i　13／19　　　　　　　　　　　　　　汝ハ1慧1違ツタ
　　　特殊疑問文
　　　　heje　bUteji　belethe・hU－ei？132／10　　　　　　　　　　何階出來上ルカ
　　　　hed負i－ni　abhu－6i　132／17　　　　　　　　　　　　　何程要ルカ
　　　命令
　　　　nada　dabU撒6i！130／12　　　　　　　　　　　　私二辱布ヲクレ
　　　　ulan獣ta！130／3　　　　　　　　　　　　　　赤イノヲクレ
　　　　gutu1ごi　ditda－ci（sic）！131／3　　　　　　　　　　　　　靴屋ヲ呼べ
　　　人称代名詞と疑問助詞の順序に関しては次の可能性がある。
　　　　　（1）人称代名詞は疑問助詞の後に躍かれる。
　　　　　（2）人称代名詞は疑問助詞の前に麗かれる。
　　カルムイク語、ブリヤート語は（1）のタイプである。換需すれば入称代名詞は文末に麓かれる。一方ダグー
　　ル語は（2＞のタイプである。しかし、バルグブリヤート方欝は（ユ）の場合と（2）の場合とがある。歴史的に
　　は（1）のほうが古く（2）のほうが新しいと考えられるので、バルグブリヤート方言はその途中の段階を表し
　　ているものと欝える。その理由ははっきりしないが、ダグール語が話されている地域に隣接していること
　　は興味深い。カルムイク語とプリヤート語、ダグール語は平叙文にも疑問文にも人称代名詞が義務的に現
　　れるが、バルグブリヤート方欝では、疑問文にしか人称代名詞は現れない。しかも義務的ではない。人称
　　代名詞が疑問助詞に先行するか後続するかは疑問文のタイプで区別があるようである。一般疑問文の場合
　　は先行詞、特殊疑問文の場合は後続すると言える。
　　　カルムイク語はRamstedt（1926＞に次の例がある。入称代名詞は文宋に位握する。したがって疑問助詞
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や蕎定辞に後続する。
　　jaγasn　ultis－w－t∂＞jαrasn　u1Us－g－t　lX　　　　　was　fur　leute　seid　ihr？
　　irl〈o－wg　－wXIX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ich　l｛omme　nicht
　ブリヤート語は、Bosson〈1962）に次の例がある。人称代名詞は文宋に概かれる。
　　鐵珂XSH　r33田翫6照？68　　　　　　　　　　　あなたは誰ですか。
　　XDIv19　XSPSi”rs”－6…Ta？89　　　　　　　　　　　　　誰に必要ですか（あなたは）
　バルグ・ブリヤート方誉は、武達等編（玉988）によると、人称代名詞が疑問助詞に先行している場合と、
後続指定類似例場合とがある。このテキストからわかる範闘でいうと、人称代名詞が先行するのは一般疑
問文の場合に限られる。それ以外の場合は文宋にあるものと解釈できる。バルグプリヤート方言では人称
代名詞は平叙文には現れず、疑問文でも常に現れるわけではない。次の表で（1a）の場合のみが疑問詞に
先行する場合である。
バルグブリヤート方需の疑問文の文末形式
ー
型
侮
u
〉
型
㊥
B
（c）
ゼロ
人称代名詞あり（1）一般疑問文　　∫u：
　　　　　　（2）特殊疑問文　　uゴ
人称代名詞なし（3）・一般疑問文　　u：，ju：，gu：
　　　　　　（4＞特殊疑問文　　u：
一　　　　∫
Pdα∫　∫
6　　　　ゼロ
具体例をいくっか示すと次のようである、，
　（1a）　∫i：　xurJmla：－」一一u：？　209
　　　　Si：nαd　ondome：oirxon　xorip：91：n　xelo：d
　　　　　ugen　∫…u：　212
　　　　tq：　nad　neg　Xaβsra；d　ugon　∫・u：？　228
　（1c）　　muna：　gu：　unα91α：d　αin　∫？！　60
　　　　fi：っdっ：α照αo　mor、n3i∫Glgumd　uxx　durtai
　　　　　∫i：？109
（2a＞
（2b）
（2c）
∫ini：　du：　ロg1」モ）：（至or　ju：　x1：n・u：　∫？　223
xu：gdi：り　urmαnd　jum　jG：x〔エβ　dα：　∫i：？　28
∫i：　っdっ　」αmαr　xund　っ∫」つ：　geds　b⊂）dd三5
　bain－一∫？　26
もα：　ugl」0：　ju：　xin．・S？　223
ji：（sic）　tig臼o玉　」αmqr　m〔）1∴」　unads
　jっPxi：m－∫i：？
例多数
あなたは結婚していますか、、
あなたは私にここから近い唐を教えてくれま
　せんか。
あなたは私をちょっと手伝ってくれませんか。
私の雌馬は仔馬を産んでいるか。
おまえは十頭の馬の醸の剛毛に与えたいか。
あなたの弟は朝何をしますか。
子供の意気込みでどうしますか。
おまえは今どんな人のところに行こうと思っ
ているのか，、
あなたは朝何をしますか。
おまえはそれではどんな馬に乗って行くのか。
　　（3a）
　　（4a）fi：ug恥：dorαIJ　erind　b3dxo：r　balnu：？222　あなたはあす朝何員寺に起きるっもりですか。
　　　　bっd3：d　ju：xi：nu：？222　　　　　　　　　　起きて何をしますか。
　　　　∫ini：udzxod　jα狙ru：？230　　　　　　　　　あなたが兇るとどうですか。
　　（4b）例多数
　　　　　」αmra3231　　　　　　　　　　　　　　　　　どうですか。
　　（4c）　例多数
　ダグール語は恩和巴翻等編（jg85）に次の例がある。疑問助詞にはU型しか存在しないので、一般疑問
文の鋼しか得られない。人称代名詞は述語に直手妾後続するため、疑問助詞に先行する。
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　　　　∫i：t∫e：ti：Si　je：？6（二＞7　　　　　　　　　　あなたはお茶を持っていますか。
　　　　∫i：nαmd　nek　ai∫ilds　ukwei・一∫i　je：？42（十九）1　　あなたは私をちょっと手伝ってれませんか。
（4）安平生という康楽の少年が語ったヂ虎と牛と兎と猿」　（217－219）には一San　be　goni：でなく一San　be
　　geni：という形式で現れる。また安雲霞という紅石の壮年の婦入が語った「自伝」　（281－288＞「四季にっ
　　いて」　（29σ295）ヂミルク入り乾菓子及び麻滅の舶工」　（297－303）には、－daG　beと共に一dαG　beとい
　　う形式が現れる。
（5＞東部裕固語の℃／qは否定の薩でも他とは変わった特徴を持っている。一一ds　ugU1という後羅形式が稀1こ
　　現れる以外は、動詞の否定はもっぱら前概型のle（〈鵬）を終正形にも、翻動詞にも、形動詞にも粥い
　　るが、－G／・qだけは必ず後1醒型の∫（＜busu）の形式を嗣いる。
　　eseに対応する前｛置型の否定辞は東部裕圃語では屠いられない。形容詞の否定はsein　ugui　57，2go　rよく
　　ない」、xっb　pu∫014　「遠くない」のようになる。なお、　Sengge（1987）を参照のことe
（6）実際にはKi調ieHシとなっている。これを正書法で表記するとkilena　uu，　kileni　uu，　kilen　uuの3通りの可
　　能性がある。ここではとりあえずkilena　uuの形式に文宇化しておく。
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